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研究成果概要 
本年度は主に、ガス増幅型光検出器の開発を行った。まず、中心要素であるμPICとGEMを組み合わ

せて、長期安定に 105以上ガス増幅する 10cm×10cmサイズの電子増幅部分を製作し、一電子を検出

できる増幅器を確立した。具体的には、高増幅率を持ったGEMとして、絶縁部にそれまでのポリイミ

ドに代わりLiquid Crystal Polymer 100μmを採用したものを導入、イオンフィードバックを抑制し、

ガスとしてはこれまで実績のあるAr＋エタン(90:10) の混合ガスを用い実現した。次に、真空紫外光を

通すMgF2で出来た入射窓に 30nm程度の厚さのCsIを蒸着した直径 3cmの透過型光電面を製作し、電

子増幅部と組み合わせ、光検出器としての原理検証を行い、一光電子を検出することに成功した。光

源としては、東北大学多元物質研究所吉川グループ、（株）トクヤマと開発しているフッ化物真空紫外

発光シンチレーターを使用した。この検出器の量子効率は透過型CsI光電面として予想される 1％
@175nm程度であり、基本的に設計どおりであったが、実用化するには量子効率を上昇させなければ

ならない。そこで、光子との反応確率を上げるため、GEMの側にCsIを厚く(300nm程度)蒸着した反

射型光電面の開発を開始した。これまでに、CsIを金メッキしたGEMに蒸着した光電面を試作し、5%
程度の量子効率を確認した。 
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１００光子に対する応答.  光源は 
中心波長172nmで発光するLaF3(Nd) 試作したCsIを蒸着したGEM 

期待される反射型CsI光電面の量子効率

 


